
� 私は、周囲のすべての人が、認知症について正しく理解してくれているので、人権や
個性に十分な配慮がなされ、できることは見守られ、できないことは支えられて、活
動的にすごしている。

� 私は、症状が軽いうちに診断を受け、この病気を理解し、適切な支援を受けて、将来につい
て考え決めることができ、心安らかにすごしている。

� 私は、体調を崩した時にはすぐに治療を受けることができ、具合の悪い時を除いて住み慣
れた場所で終始切れ目のない医療と介護を受けて、すこやかにすごしている。

私は、地域の一員として社会参加し、能力の範囲で社会に貢献し、生きがいをもっ
てすごしている。

私は、趣味やレクリエーションなどしたいことをかなえられ、人生を楽しんですご
している。

私は、私を支えてくれている家族の生活と人生にも十分な配慮がされているので、
気兼ねせずにすごしている。

私は、自らの思いを言葉でうまく言い表せない場合があることを理解され、人生の
終末に至るまで意思や好みを尊重されてすごしている。

私は、京都のどの地域に住んでいても、適切な情報が得られ、身近になんでも相談
できる人がいて、安心できる居場所をもってすごしている。

私は、若年性の認知症であっても、私に合ったサービスがあるので、意欲をもって
参加し、すごしている。

私は、私や家族の願いである認知症を治す様々な研究がされているので、期待をもっ
てすごしている。

認知症になっても、できることがたくさんあり、できないことには、どんな支援が必要なのかなど、すべて
の人がこの病気を正しく理解することで、認知症の人の人権と個性が尊重される社会になります。

早い時期に正しい診断や治療を受け、病気を理解し、支援を受けることで、認知症の人が自分自身の将来を
考え決めることができる社会になります。

認知症の状態や家族の状況等に応じ、適切に医療や介護・福祉のサービスが連携し提供されることで、認知
症の人が住み慣れた地域で必要な時に必要な支援が受けられる社会になります。

認知症についての偏見をなくすことで、地域の中で孤立せず、できる範囲で働きたい、何か役割を果たした
いという認知症の人の思いが、かなえられる社会になります。

これまで培ってきた仕事や趣味の能力を、可能な限り活かせる場や機会が身近な地域に多くできることで、
認知症の人が自分らしく人生を楽しめる社会になります。

認知症の人を支える家族の介護負担を軽減するため、身近なところに、相談や交流の場を増やすことで、介
護者の生活や健康にも十分な支援が届く社会になります。

意思表示がうまくできなくても、あたりまえに地域で暮らせることで、人生の終末を迎えても、認知症の人
の尊厳が大切にされる社会になります。

京都のどの地域に住んでいても、認知症に関する情報を得ることができ、身近なところで、各種のサービス
を利用したり、仲間と出会い・交流ができることで、認知症支援に格差のない社会になります。

若年性の認知症になっても、同世代の人と同じように、家族や地域での役割が果たせることで、若年性認知
症の人も生きがいがもてる社会になります。

究極の願いは認知症が治ること。そのために、認知症の原因解明、薬やケアなどの研究に社会全体で取り組
むことが必要です。

〜京都式オレンジプラン『10のアイメッセージ』〜
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